
※防除効果を高めるため、散布の間隔は１週間以内としてください。 

 
 

 

 

～斑点米カメムシ注意報発令！～ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

  
 

 
 
 

・周辺雑草地や畦畔などにも、薬剤がかかるように散布してください。 

・使用基準を守るとともに、周辺の作物への農薬飛散防止に気をつけましょう。 

・大麦跡やエンバクは早めにすき込み、雑草対策を徹底してください。 

 

（参考）無人ヘリコプターの散布予定時期（早生）と農薬名 

防 除 時 期 農   薬   名 １０ａ当たり散布量 

７月１９日～２１日頃 スタークル液剤１０ ０．８リットル 

７月２６日～２８日頃 
ラブサイドフロアブル 

キラップフロアブル 

０．８リットル 

０．８リットル 

８月 ２日～ ７日頃 スタークル液剤１０ ０．８リットル 
 ※コシヒカリは、後日折込みチラシなどで散布時期をご案内します。 

防 除 月 日 農  薬  名 
１０ａ当た

り散布量 

走り穂 

（１回目） 

７月２１日～

  ２４日頃 
スタークル粉剤ＤＬ 

（ウンカ類、カメムシ類） 
３ｋｇ 

穂揃期 

（２回目） 

７月２８日～

  ３１日頃 
ラブサイドキラップ粉剤DL 

（いもち病、ウンカ類、カメムシ類） 
４ｋｇ 

傾穂期 

（２回目防除

から７日後） 

８月 ４日～

   ７日頃 
スタークル粉剤DL 

（ウンカ類、カメムシ類） 
３ｋｇ 

平 成 ２ ９ 年  ７ 月 １ ３ 日 

黒東地域農業技術者協議会 早生防除特報 

JA みな穂あさひ営農経済センター(大家庄) ℡ 83-3212 JA みな穂あさひ営農経済センター(南 保) ℡ 83-1139 

各地区担当営農指導員、JA みな穂営農センター ℡ 74-2440 新川農林振興センター農業普及課 ℡ 52-0094 

▷アカスジカスミカメ 

本年もアカスジカスミカメを中心とする斑

点米カメムシ類が、雑草地や畦畔などで増加

しています。 

「てんたかく」などの早生品種の防除を徹

底し、斑点米の発生防止に努めましょう。 

 

  

 
 

▷散布時の留意点 

◎ て ん た か く ( 早 生 ） の 基 本 防 除 の 徹 底 


